
土樽共同浴場「岩の湯」 下湯沢共同浴場「駒子の湯」

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
基
本
条

例
等
改
正
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
証

を
行
っ
た
結
果
、
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

賛
成
全
員 
→ 

可
決

 

公
衆
浴
場
法
第
３
条
中
の「
風
紀
に
必 

 

要
な
措
置
」に
関
し
て「
７
歳
以
上
の 

 

男
女
を
混
浴
さ
せ
な
い
」と
す
る
決
議 

　
公
衆
浴
場
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
性
的

な
被
害
を
防
ぎ
、
ま
た
子
供
の
望
ま
な
い

混
浴
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
発
育
発
達
に
寄
与
す
る
た
め
、

決
議
を
提
案
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

 

公
衆
浴
場
法
第
３
条
中
の
「
風
紀
に 

 

必
要
な
措
置
」
に
関
し
新
潟
県
公
衆 

 

浴
場
の
設
置
場
所
の
配
置
及
び
衛
生 

 

措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
中
に 

 

混
浴
年
齢
制
限
を
設
け
「
７
歳
以
上 

 

の
男
女
を
混
浴
さ
せ
な
い
」
と
定
め 

 

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書 

　
公
衆
浴
場
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
性

的
な
被
害
を
防
ぎ
、
ま
た
子
供
の
望
ま
な

い
混
浴
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
発
育
発
達
に
寄
与
す
る
た

め
、
決
議
を
提
案
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

 「
年
齢
計
算
二
関
ス
ル
法
律
」
の
改
正 

 

に
つ
い
て
の
意
見
書 

　
湯
沢
町
議
会
で
は
、
毎
年
、
請
願
の
趣

旨
に
賛
同
し
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
い

た
こ
と
か
ら
今
年
度
に
お
い
て
も
同
内
容

の
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第 

 

７
号
） 

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８
，２
９
５
万 

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
91
億
３
，４

３
１
万
７
千
円
と
す
る
。 

　
価
格
高
騰
低
所
得
世
帯
支
援
金
増
の
た

め
の
歳
出
歳
入
予
算
の
補
正
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

１２
月
14
日

議
案
第
57
号

 

湯
沢
町
会
計
年
度
任 

 

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に 

 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 
 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

賛
成
討
論

�

南
雲
あ
や
子

　
湯
沢
町
で
は
、
こ
の
条
例
改
正
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
職
員
と
同
様
に
4
月
に
遡
及
し
て
差
額

が
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
人
の
入

れ
替
わ
り
が
激
し
く
対
応
が
困
難
、
と
し

て
遡
及
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

　
総
務
省
の
通
知
に
従
っ
て
差
額
を
支
給

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
給
与
自
体
が
改
善

さ
れ
上
が
る
こ
と
は
必
要
な
の
で
賛
成
。

請
願
第
３
号

 

国
に
対
し
「
刑
事
訴 

 

訟
法
の
再
審
規
程
（
再
審
法
）
の 

 

改
定
を
求
め
る
意
見
書
」 

反
対
討
論

�

岸
野
雅
人

　
こ
の
請
願
を
よ
く
読
ん
だ
つ
も
り
だ
が
、

法
的
な
仕
組
み
と
し
て
「
再
審
開
始
決
定

に
対
す
る
検
察
の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止
」

な
ど
、
私
に
は
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
。

　
議
会
議
員
と
し
て
、
筋
の
通
ら
な
い
も

の
、
理
屈
の
分
か
ら
な
い
も
の
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

12
月
14
日

12
月
議
会

討

論

賛
成
討
論

�

南
雲
あ
や
子

　
こ
の
再
審
法
改
正
の
意
見
書
は
、
10
月

10
日
現
在
、
１
５
５
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　
再
審
と
は
、
冤
罪
か
ら
無
実
の
人
を
救

済
す
る
た
め
の
最
後
の
手
段
と
し
て
、
確

定
し
た
裁
判
を
も
う
一
度
や
り
直
す
制
度
。

　
刑
事
訴
訟
法
に
は
再
審
手
続
き
の
ル
ー

ル
が
な
い
に
等
し
い
実
情
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
冤
罪
は
、
最
大
の
人
権
侵
害
の

一
つ
だ
。
無
罪
の
人
を
救
う
に
は
、
再
審

し
か
な
い
。

請
願
第
４
号

 

若
者
も
安
心
で
き
る 

 

よ
う
、物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基 

 

礎
年
金
等
の
改
善
を
求
め
る
請
願 

賛
成
討
論

�

南
雲
あ
や
子

　
２
０
２
２
年
に
年
金
は
来
年
度
実
質
減

額
、
年
金
最
大
０
．６
％
目
減
り
と
新
聞

で
報
道
さ
れ
た
。

　
基
礎
年
金
の
減
額
が
低
所
得
者
層
を
直

撃
し
て
、
生
活
保
護
世
帯
の
急
増
を
招
き

消
費
の
減
退
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
住
民
税
や
介
護
保
険
料
・
国
保
税
の

納
付
額
に
も
つ
な
が
り
地
方
自
治
体
財
政

に
大
き
く
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
次
年
度
は
、
国
民
の
年
金
不
安
を
な
く

し
、
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
改
定
を
。
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